
当院は「診断群分類別包括評価制度（ＤＰＣ）」を導入しております。

ＤＰＣとは診療行為ごとに料金を計算する従来の「出来高方式」とは異なり、

入院された患者さまの病気・病状、診療内容をもとに、

あらかじめ定められた１日当たりの一定額を基本に医療費を計算する方法です。

医療費の計算について

入院医療費は包括医療費と出来高医療費と食事代と自費分の合計となります。

※包括医療費には入院料、投薬料、注射料、検査料、処置料、画像診断料が含まれます

※出来高医療費には手術料、麻酔料、リハビリ料などが含まれます

※食事代は１食￥510です（減額認定証をお持ちの方は区分によって食事代が違います）

※自費分には文書料、病衣、室料差額、オムツ、一部自費検査料が含まれます

※患者さまの病気や入院日数、治療内容等によっては、この制度の対象にならない場合

があります

病状や治療内容によっては、当初の請求額に差額が発生する場合があります。

退院時や翌月に差額調整をお願いすることがあります。

従来どおり毎月の一部負担金の内、一定額を超える額については高額療養費制度が適用

されます。ご不明な点は入院担当事務までお問い合わせください。

包括評価

出来高評価


